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はじめに
日本では 5344年度から実施される「小学校指導要領」に基づいて，週 4コマの外国語活動（実質
的には英語）が小学校 8，9年生に導入されることになった。一方，中国では小学校 6年生からの英
語教育が，すでに 5334年段階で必修化されている。こうした動きは，5334年の中国の850加盟や
533;年の北京オリンピック開催というグローバリゼーションの大きな潮流に呼応するものであった。
中国における英語教育は，日本以上の量と質と言われている。例えば日本では，5335年度より実
施の「中学校学習指導要領」によれば，中学卒業までに <33語の学習が目標とされているが 4），中国
の「全日制義務教育英語課程標準」（5334年，学習指導要領に相当）では 4833～ 4933語が目安と規
定されている 5）。また北京や上海など都市部の小学校では，日本では中 6で学ぶ内容の現在完了型を
学習する所もある 6）。
ただし，中国において地域間，民族間の格差は深刻であり，英語教育の教科書，授業内容，教師の
資質等においても差異が存在する。また現在，各レベルの高校・大学・大学院入試，就職活動，資格
試験において英語が重視されており，英語は社会的格差を拡大するファクターともなっている。
本論文では，地域間，民族間の英語教育の格差の諸相を明らかにするとともに，少数民族地域の小
学校における英語教育必修化に伴いどのような問題が生じているのかについて初歩的な考察を加える
ことを，課題として設定する。
本論では，第 4に，小学校の英語教科書を分析していく。中国では，地域の経済発展や教育状況が
異なるため，地域ごとに採用される英語教科書は一様ではない。ここでは，都市，それに対して農村
及び少数民族といった，それぞれの地域を代表する教科書を取り上げ，比較検討していきたい。
第 5に，沿海の都市部と内陸の少数民族地域では，英語教育の授業内容にかなりの相違点があるた
め，それぞれの英語教育を取り上げ論じていく。
とりわけ，少数民族地域では，4<83年代に始まった二言語併用教育政策の下，民族学校において
漢語と少数民族言語による教育が実施されてきた。二言語教育は，多くの困難を伴うものであるが，
こうした二言語併用教育政策が採られている少数民族地域においても，近年，次第に小学校から英語
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が導入され，三言語教育が行われつつある。本論では，イ族，チベット族，回族を取り上げ，小学校
段階での英語教育の必修化が少数民族にどのような影響を与え，少数民族側はいかに対応しようとし
ているのかを，合わせて検証する。
第 6として，英語教育の視点から上級学校進学をめぐる少数民族の課題を論じて行く。英語は高校
入試及び大学入試の主要科目であるが，少数民族にとって上級学校に進学する上で英語科目はどのよ
うな問題を孕んでいるのかを考察していきたい。
先行研究としては，中国の英語教育についての論文はあるが 7），授業分析や関係者の意識を含めて
都市及び少数民族地域の英語教育を比較検討した論文は日中ともに少ない。
また，少数民族地域におけるバイリンガル教育の観点からの研究としては岡本雅享『中国における
少数民族教育と言語政策』がある。同書は，朝鮮族，イ族，モンゴル族，チベット族等のバイリンガ
ル教育について総合的に取り上げた優れた著作である 8）。しかし，英語導入に伴う三言語教育につい
ては，管見の限りでは研究の緒についた段階であり，実証的な研究の積み重ねが待たれている 9）。
本稿で用いるデータは，中国でのフィールドワークに基づいている。主な調査は，上海（5338年），
寧夏回族自治区・5県（5338年），甘粛省・)県（533;年），雲南省・/県（533<年），遼寧省・大
連（5343年），青海省・)州及び )地区（5343年），以上であり，現地小学校での参与観察及び半構
造化インタビューに基づいて論じていく。
本論の構成としては，第 4章で英語教育の小学校へでの必修化過程を検討した上で，第 5章で学校
教科書の比較検討を行いたい。次に，第 6章で都市部における小学校英語教育，第 7章で少数民族地
域における英語教育について，授業の参与観察を踏まえて考察する。最後に，第 8章で高校・大学進
学をめぐる少数民族の問題を，英語教育という視点から論じていくものとする。
1，中国における小学校英語必修化への動き
（1）外国語教育の小学校への導入
中国における小学校英語必修化の動きは，文革後に展開された改革開放政策の総決算としての
5334年の850への加盟，さらに同年に 533;年の北京オリンピック開催が決定したことと軌を一に
している。英語教育導入に到る経緯を見ていこう。
中国における一連の急速な教育改革は，文革直後から開始した。教育部によって公布された「全日
制 43年制中小学教学計画試行草案的通知（4<:;年 4月 4;日）」によれば，小学校に政治，語文，数学，
外国語，自然常識，体育，音楽，美術など 8～ ;教科を設置する，と規定されている :）。また，同年
出された「全日制小学暫行工作条例（試行草案）」では，指導できる教師のいる学校では小 6から外
国語を開設すべきである，とされている ;）。その結果，上海，北京などの大都市では，重点小学校に
おいて英語教育が実施されるようになった。
カリキュラムが大きく改訂される契機となったのが，4<<;年 45月に教育部が発表した「面向二一
世紀教育振興行動計画」（二一世紀に向けての教育振興行動計画）であった。素質教育（国民の素質
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及び民族の創造能力を全面的に高めるための教育）の実施が目標の一つとして掲げられ，その達成の
ため，新しい教育課程を定めることになった。これを受けて 6年をかけて「全日制義務教育課程標準」
が完成し，新教育課程の実験が始まった。
そして 5334年の「全日制義務教育英語課程標準」の実施によって，英語教育は小 6から正式にカ
リキュラムに組み込まれ必修化されることになった。初等教育では英語が必修とされ，前期中等教育
では英語，日本語，ロシア語の 6言語の中から選択することになっているものの，実態としてはほと
んどが英語選択である。「課程標準」では，小 6から後期中等教育にあたる 45年生（高 6）までを視
野に入れ一貫した指導体系になっている。
その間，教育部は「義務教育課程設置実験方案」（5334年 44月）を提示し，外国語は，カリキュ
ラム全体の 9～ ;％とすることを規定した（73分授業に換算して週約 5コマ）<）。また，地域や学校
の実態に応じて弾力的な運営が可能な「課程標準」への移行に伴い（従来は全国統一の「教学大綱」），
地方や学校の実情に基づきながら外国語教育の弾力的な導入が図られることになった。5338年 <月
の英語教育の全国的な導入状況は，北京，上海，天津では，小 4から基本的に 433％実施，全国の 64
の省都では小 6から 433％実施とされている 43）。
アジア地域に目を向けてみれば，シンガポールでは共通語としての英語が重要な役割を果たしてき
ており，韓国では小 6から英語の必修化が 4<<:年に開始したが，これを追うような動きが中国で展
開されることになったのである。
（2）英語熱―社会的上昇手段としての英語―
こうした英語熱とともに，中国においては，シンガポール，イギリス，アメリカなど，海外の大学
への留学熱が高まっている。欧米の大学は外貨獲得の手段という経済便益の観点から留学誘致に積極
的であり，留学者が多い（アメリカ国内の外国人留学生数は，533<年統計によれば中国が前年 4位
のインドを追い抜かして 4位［45;万人］となった。ちなみに，インドは第 5位［438万人］，韓国
は第 6位［:5万人］，日本は第 9位［58万人］）44）。またオックスフォード，ケンブリッジなどの大
学は，中国のエリート高校へ積極的にリクルート活動を展開しており，近年では，国内大学の受験者
総数が減少する一方で，大学学部からの海外留学が急増しつつある。
書店では『.BUI8PSLPVU GPS UIF/FX4"5』といった 4"5用テキストが山積みにされ，目を惹か
れる 45）。児童向け英語教材の販売も多く，書店のかなりの面積を占めている。
日本の大学は蚊帳の外で，4<;6年の中曽根内閣時代に「留学生 43万人計画」が打ち出された頃の
日本留学熱は，完全に過去の話である 46）。ただし日本であっても，英語で授業を受けることができ
る早稲田大学国際教養学部・大学院アジア太平洋研究科，立命館アジア太平洋大学などの高等教育機
関は，それなりの関心が持たれている。
一般庶民の間でも，英語熱は過熱気味である。上海のコミュニティセンター（社区学校）の開設講
座の中でも，英語は人気科目で，在職勤労者向けの英語基礎，失業青年対象の英語クラス，児童向け
 現代中国における英語教育と教育格差（新保）
初級英語など，様々なクラスが設置されている 47）。また，テレビでは中国人による英語の討論番組
を流し，あらゆる場所で英語が溢れ驚かされる。あたかも 46億人が英語学習に向けて走り出した観
がある。
実際には，それほど英語が日常生活で必要とされているわけではない。ただし，英語が個人の能力
を示す指標，あるいは資格試験の合格最低基準，就職試験の最低条件としてとして使われているため
に，人々は英語を学ばざるを得ない。英語は，いわば社会的な上昇のための必要最低条件となってい
るのである。
たとえば，外資系や放送局など人気の高い企業・団体では，就職試験の参加資格として，大学 9級
以上（級数が上なほど難易度が高い）を設定する所もある。また大学 7級に合格できないと卒業認定
がされなかったり，卒業しても学位の認定をしない大学もあるという。
大学 7級用試験対策問題集には，たとえば 48分で約 <33ワードの「楽観主義と悲観主義」に関わ
る英文を読み :問に答えるといった問題が掲載されており，日本の英検 5級以上に相当する質・量で
ある 48）。
こうして全国的に英語熱が高まり，シンガポールを彷彿とさせる勢いで英語と漢語のバイリンガル
化が進んでいる。かつて中国は，地域ごとに方言が通用してきたが，標準語（北京語）の普及に伴い，
方言があまり話されなくなってきたという。その隙間を埋めるかのように，英語が存在感を増してい
ると言えよう。
2，学校教科書比較；小 1バージョン vs. 小 3バージョン
中国では，小 6から英語が必修化されているが，大都市を中心として小 4から英語を導入する所も
多い。そのため，教科書に，小 4から学習を開始するバージョン（小 4バージョンとする）と，小 6
から学習を開始するバージョン（小 6バージョンとする）とがある。小 4バージョンは主に大都市で，
小 6バージョンは主に農村や少数民族地域で使用されている。
また，地域によって経済レベル，生活条件，教育事情が異なるため，小 4バージョン，小 6バージョ
ンの中でも，難易度に差がある教科書が数種類出版されている。本章では，小 4バージョンと，小 6
バージョンの中で特徴的なものを取り上げ，どの程度内容に差があるのかを検討していきたい。
（1）小 1バージョン 
北京，上海，天津などの大都市では，小 4から英語を学習しており，『英語（新起点）4UBSUJOH
-JOF』や『英語（新標準）/FX4UBOEBSE&OHMJTI』などの教科書が用いられている 49）。小 4バージョ
ンは，小 6バージョンに比べて一般的に難易度が高く，オーラル・コミュニケーションと共に読解も
重視している，という特徴が伺える。
ここでは，小 4バージョンの中でも難易度が高い『英語（新起点）』を紹介する。同教科書は，「北
京市海淀区や他の経済・教育が発達している地域の英語学習者用」と，冒頭の説明文に記されている。
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海淀区は北京大学や清華大学などの高等教育機関が集まり中国のトップ頭脳集団が集中している地域
であり，そこに居住する知識人の子女が通学する学校用教科書として編集されている。
各学年ともに上下 5冊の構成であり，4学期に 4冊の教科書を学習することになっている（中国は
5学期制）。9年は，総計 <9課，536頁（上 433頁，下 436頁）を学習する。9年教科書の一節を紹介
しよう。
〈-FTTPO;;"SPVEUIF8PSME〉
'PSIVOESFETPGZFBSTQFPQMFIBWFXBOUFEUPHPBSPVOEUIFXPSME5IFGJSTUQFSTPOUPHPBSPVOEUIF
XPSMEXBTGSPN4QBJO)JTOBNFXBT.BHFMMBO)FXFOUCZCPBUXJUI4;PUIFSTBJMPST5IFZTBJMFEGPS6
ZFBST5IFZGJOJTIFEUIFJSUSJQJO4855……（中略）……
*O4<94 B3VTTJBOBTUSPOBVUXFOU BSPVOE UIFXPSMECZ TQBDFTIJQ)JTOBNFXBT:VSJ(BHBSJO)F
XFOUBSPVOEUIFXPSMEJO43;NJOVUFT)FXBTTVSQSJTFEBUUIFCFBVUZPGPVSXPSME
5PEBZQFPQMFDBOUSBWFMBSPVOEUIFXPSMEPOWBDBUJPO8PVMEZPVMJLFUPUSBWFMBSPVOEUIFXPSME （9
年下冊，;3頁，総計 4<9ワード）
引用した文章には，「1FPQMFIBWFXBOUFE……」と過去分詞の構文があるが，これは日本では中 6
で学ぶ内容である。同教科書では，9年・上冊にも，「)BWFZPVCFFOUP&VSPQF :FT*IBWFCFFOUP
#SJUBJOCFGPSF」といった過去分詞の構文が盛り込まれている。
（2）小 3バージョン
小 6バージョンは，『英語（霊通）4VQFS,JET4UVEFOUT#PPL』，『英語（1&1）1FQ1SJNBSZ&OHMJTI
4UVEFOUT#PPL』，『英語（新版）/FX1SJNBSZ&OHMJTI GPS$IJOB』など人民教育出版社から数種類が
出版されているが，それぞれ難易度が異なる 4:）。ここでは青海省などの地方や農村部，少数民族地
域で広く使用され，相対的に難易度が低い『英語（霊通）』を紹介しよう。同教科書は毎学年 4冊を
学習することとなっている。9年生用の第 7冊は，<ユニット（全 <4頁）から構成されている。
〈6OJU<〉
)PXXBTUIFUSJQ *UXBTGBOUBTUJD
8IBUEJEZPVEPJOUIF64 *SPEFBSPMMFSDPBTUFS
)FSFTBTPVWFOJSGPSZPV*UTBCPPNFSBOH5IBOLZPV
(PPEOJHIU4MFFQUJHIU(PPEOJHIU（9年，総計 68ワード，9<¦:3頁）
漫画の挿絵入りで，5頁にわたって上述の構文だけが紹介されてある。同教科書は，会話が主な内
容で英語への親しみ易さを重視している。しかし前述の『英語（新起点）』とは，質量ともに差異が
あり，『英語（新起点）』で学んできた生徒の方が，その後の高校入試，大学入試で極めて有利なこと
は，明らかであろう。
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（3）日本の英語教科書との比較
日本では，まず 4<<;年に「小学校学習指導要領」が告示（5335年度実施）され，「総合的な学習」
の時間が設けられたことに伴い，総合学習の中で英語教育が実施されてきた。5336年 6月には中央
教育審議会外国語専門部会で初等教育における外国語教育の充実・改善に関わる検討が開始された。
その後，5344年から新しく改訂される小学校学習指導要領で，英語になじむことでコミュニケーショ
ン能力を高めようというねらいから，8，9年生に週 4時間，「外国語活動」が導入されることになった。
また，先行的に小学校段階で英語教育を導入している自治体もある。たとえば，荒川区は，5336
年に構造改革特別区（特区）に認定され，5337年度から小学校の教育課程に英語科を設置し，区内
のすべての小学校（57校）で，小学校 4年から週 4回の英語の授業が実施されている 4;）。ただし，
こうした自治体は少ない。
中学校卒業までに修得すべき英単語の数を日中で比較すると，4<<;年に告示された「中学校学習
指導要領」（5335年度実施）によれば，中学校では，約 <33語の単語の学習が目標とされている（5345
年から適用される新しい学習指導要領では，約 4533語に増加）。一方，中国の「課程標準」（5334年
実施）によれば，小学校で 933～ :33語，83のイディオム，中学校で，4833～ 4933語，約 533～
633のイディオムの学習が目安とされている。中国では，中学校卒業までにで日本の約 46倍～ 4;
倍の単語学習が必要である。
また中国の英語教科書は，原則的に英語だけで書かれており，教師も小学校から大学まで英語だけ
で授業を進めている所が多い。これは，中国の英語教育が清末から民国時期にかけて，外国人宣教師
によってミッションスクールを舞台として発展してきた，という歴史的経緯に拠る所が大きい。
このように，中国では都市部を中心として日本よりも，はるかに英語教育のレベルが高い。また，
オーラルスピーキングを重視していることや，農村部で英語教師が不足し，その点を教材で補う必要
性があることから，教師用指導書，$%30.，ワークブック，ドリル，カセットテープ，掛け図，登
場人物用の小道具，歌曲集，劇脚本集，テストなどの教材開発も進んでいる。
教科書の内容について付言すれば，日本は異文化理解を重視し，国際平和に重点を置いている。一
方，中国は，道具として英語を使いこなし，自国の人物・文化について，英語で表現できるようにな
ることに主眼が置かれている。そのため，万里の長城，中国人宇宙飛行士，劉翔（北京オリンピック
代表，ハードル選手）など，中国に関わる内容が多い 4<）。
3，都市部における英語教育
（1）上海・Aバイリンガル実験学校について
上海の "学校は，バイリンガル教育を特色とする <年制の小中一貫校である（5338年調査）53）。同
小学校はバイリンガル校とは言うものの，とりわけてエリート校ではないという（同校を紹介してく
れた華東師範大学教授の談話）。
小 4の英語の 4コマ（73分）を参与観察したが（学び初めて約半年，73人クラス），例えば英語だ
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けで次のような構文の練習が行われていた。
（教師）8IBUDPMPVSEPZPVMJLF 　（生徒）*MJLFZFMMPX
（教師）8IBUDPMPVSEPZPVMJLF 　（生徒）*MJLFCMVF
担当の女性教師（上海外国語大学卒業）は生徒をスピーディーかつランダムに指名し，いつ自分の
順番が来るかわからないという緊張感の中で，子どもたちは授業に集中していた。生徒は積極的に挙
手していたが，教師はあまり挙手しない生徒にも目配りをしつつ当て，73人クラスで 73分の授業中
に 4人の子どもが最低 5¦6回は当てられていたことが観察された。生徒の意欲を高めつつ，徹底的に
身体にたたき込むような英語教育が行われていたのが印象的であった。
同校で英語は週 8コマであり，教科書は『0YGPSE&OHMJTI』を使用している。また英語の授業だけ
ではなく，他の教科（美術，音楽，1$，総合科学，地理）でも英語を教授言語として使用し，例えば，
美術では，「自分の漢字の名前で絵を描く」という内容で，次のような授業が展開されている。
（教師）5PEBZXFMMESBXTPNFJOUFSFTUJOHQBJOUJOHT%PZPVXBOUUPESBX （生徒）:FT
（教師）/PXMFUTFOKPZUIJTQBJOUJOH8IBUDBOZPVTFFJOUIFQBJOUJOH 
ここで，教師の名前を絵として描いた作品を見せ，どのような方法で描いたのかを説明する。次に
生徒自身に描かせ，最後に教室の前で発表させる。こうしたやりとりを英語で実施している。まさに
英語を道具として使いこなすことを目標とした教育である。
（2）大連市・B小学校
上海の事例は，先進的で特殊なケースと思われるかもしれない。そのため，一般的なレベルの学校
として，大連市開発区にある #小学校を紹介したい（5343年調査）54）。
#小学校は，農民工子弟が ;3％を占める学校である。大連市開発区は，大連の市街地から車で 4
時間ほど離れた地域にあり，日系企業を含めて多くの工場が建ち並び，商業施設や高層マンションの
建設が盛んである。こうした都市建設のため，農村から多くの出稼ぎ者が働きに来ている。#小学校
は，彼らの子女が学ぶ学校である。確かに，下校時に学校へ迎えに来た母や祖父母らしき人々は，服
装や表情から農民の雰囲気を留めている。
4年生の英語の授業を見学させてもらった（英語の勉強を初めてから半年，73人のクラス）。担当
は女性教師で（長春師範卒業，58才）で，以下の内容であった。
①ペアになり，持参した自分の家族の写真を使いながら「5IJTJTNZGBUIFS5IJTJTNZNPUIFS」と
英語で紹介し合う。農村出身者が多いせいか，一人っ子ではなく兄弟姉妹がいる子どもも見受けられ
る。②職業（EPDUPS，UFBDIFS，OVSTF）に関する単語を勉強。③途中で一分間の休憩（全員一斉に机
に俯して休む）。④小 4バージョンのテキストである『英語（新標準）』を使用し，VOJU5を学習 55）。
〈6OJU5.ZNPUIFSJTBOVSTF〉．
.ZNPUIFSJTBOVSTF-PPL5IJTJTIFSESFTT"OEZPVSGBUIFSJTIFBEPDUPS 
/PIFJTOU)FTBESJWFS5IBUTIJTCVT
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補助教材としては，教科書に合わせて開発された $%30.を使用していた。ただし，当日は教室
に設置されていた大型プロジェクターが故障していたため，小型のノート型パソコンを生徒に見せて
授業を行っていた。
⑤登場人物用頭飾り（女子用）を使用して，生徒に黒板の前でスキャットを演じさせる。ただし，
女子用だったので，男子生徒が使用した時には，教室に笑いが広がっていた。　
同小学校の英語教員は，全員若い女性であった。英語は，週に 5回＋ 6回（補修）で，合計 8回の
授業を行い，また，授業は，4年生から原則英語だけの直接法での教育，とのことであった。
以上検討してきたように，中国都市部で見学した 5校では，小学校から英語専科の教員によって，
英語を教授言語として指導が行われている。ちなみに，日本の公立小学校校長（約 43名）に中国都
市部の小学校における英語の授業風景のビデオを見てもらったところ，日本の小学校は英語専科の教
諭が担当するわけではないので，こうした密度が濃くレベルの高い授業は無理，という反応が一様に
返ってきた。
4，少数民族地域における英語教育
少数民族と英語教育を考える場合，民族によっても地域によっても対応は一様ではない。ここでは，
第 4のケースとして，雲南のイ族を取り上げる。独自の母語を持ち固有の民族文字もあるが，雲南省
のイ族は文字言語として漢語を使用している。また雲南省は東南アジア諸国とも陸続きであり，対外
的には開かれている印象がある。
第 5のケースとして，青海省のチベット族を取り上げる。彼らはチベット語を話し，チベット文字
も普及している。これまで二言語併用教育政策によって，民族学校では，漢語とチベット語によるバ
イリンガル教育が行われてきた。彼らの場合，英語が加わることで三言語教育となり，民族アイデン
ティティの保持にも関わって問題は複雑化している。
第 6のケースとして，寧夏及び甘粛の回族を取り上げる。回族は，唐及び元の時代に中東から流入
してきたムスリムを母体とした民族である。長期にわたる中国居住の結果，母語であるペルシャ語を
喪失し，漢語が母語となっており，漢族と条件は同じとも言える。ただし，イスラーム信仰を中核と
する独自の文化・習慣を保持している。
以下，イ族，チベット族，回族の居住する少数民族地域における英語教育の実態を，主に小学校に
焦点を当てながら検討していきたい。
（1）雲南省・イ族地域
雲南省 /県は少数民族であるイ族の居住地域である。彼らの母語はイ語であり，家庭でも日常語
はイ語である（533<年調査）56）。イ族は小学校入学後に漢語を学ぶ。
/県で山間のある村小学校（4～ 7年生，学生数 437人［5人を除いてイ族］，教員数 8人，寄宿制）
を訪問した。5年生の漢語の授業を見学したところ，漢族教師が漢語を教授言語として授業を行い，
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児童のわかりにくい単語や概念はイ語で補足説明していた（教員は同地域出身のためイ語がわかる）。
同校では英語が導入されていなかった。英語科を担える教員不足のためである。
一方，/県8鎮にある幼稚園を訪問したが，児童のほとんどはイ族であり，漢語で話しかけても
ほとんど通じなかった（漢族の子どもだけは筆者に漢語で話しかけてきた）。ただし漢語とともに，
英語が早期教育で教えられていた。/県は日本に松茸を輸出し外国との貿易が盛んであり，また雲南
省は陸続きでベトナムなど諸外国と接し対外的に開かれた土地柄であることも加わって，英語に対す
る父母の意欲が強いように思われた。
英語は次のような内容のテキストを使用して指導が行われていた。
-FTTPO4NPSOJOHBGUFSOPPO
-FTTPO5(FUVQQMFBTF0L
-FTTPO6(PPENPSOJOHDIJMESFO(PPENPSOJOHUFBDIFS（『英語』（延辺大学出版社），年中クラ
ス版・上冊），
女性教諭（56才，イ族，漢語が堪能，全科目担当）は，師範学校は卒業しておらず教員資格は無
いが，指導の熱心さが伺えた。たとえば，〈-FTTPO5(FUVQ〉には，次のような指導手順の書き込み
があった。①絵を見せて，どういう状況か考えさせる。②説明する。③英語で (FUVQ0Lを言う。
④教師は児童に英語と中国語とで言わせる。⑤子どもが練習する。⑥教師が中国語で言い，子どもに
英語で答えさせる。⑦練習を繰り返す。
母語がイ族の子どもにとって，漢語と同時並行的に英語を学ぶのは負担とも思われたが，挨拶程度
なので，楽しみながら学んでいるのであろう。
（2）青海省・チベット族地域
中国におけるバイリンガル教育においては，①教授言語を民族語とし，教科として漢語を教える学
校，②教授言語を漢語とし，教科として民族語を教える学校とがある。青海省 )州のチベット族が
多数居住しているある県では，①のパターンの教授言語をチベット語とし，漢語科だけは漢語で授業
を行う民族小学校が約三分の二を占める 57）。現在中国では中央政府の政策もあり，②が増えている。
教育関係者の話では，同県でも将来の就職事情を考えて②への入学希望者も少なくないが，学校設備
や教師不足のため，①が多いという。
こうした二言語教育状況において英語教育を導入することを，教育行政関係者はどのように考えて
いるのだろうか。県の教育関係者に，英語の学習が開始されると三言語教育となるため学生にとって
負担ではないかと質問した所，「学生は英語学習を歓迎している。英語の発音，語順はチベット語に
近いので覚えやすい」とのことであった。
チベット族の中には，英語を積極的に学ぶことで，海外への発展の機会を求める者もいるという。
少数民族の生き残りを賭けての言語戦略とも考えることができよう。
ただし，このように意欲的に英語学習を取り入れようとしても，青海では質の高い英語教師の不足
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が問題となっている。現在，大学卒業したばかりの大学卒業生が農村で 4年間インターンシップを行
う制度があり，彼らの中で英語教員として活躍している者もいる（農村での人材不足と大学生の就職
難をともに解決する方策として導入）58）。ただし，彼らの割り当ても限られており，英語教師不足の
ため授業を開設できない所が少なくないし，開設したとしても現職教員が研修を受けただけで担当す
るとのことであった。
では，英語教育の導入を小学校現場ではどのように考えているのだろうか。あるチベット族居住地
域の郷中心小学（生徒全員がチベット族）のカリキュラムは，チベット語，漢語，数学が :時間づつ
で，チベット語及び漢語だけで授業総数の約半数を占めている。同校では小 8から英語を導入し，積
極的な姿が伺えた。ただし語学系科目が増えるため，音楽，美術，体育など教科が学べないことが問
題になっていると，学校関係者は語っていた。
一方，授業を受ける児童はどのように英語教育を捉えているのだろうか。青海省の別のチベット族
居住地域のある小中一貫校（生徒全員がチベット族，教授言語は漢語）のチベット族生徒の作文（漢
語）を見ると，「小学校では英語を学んでいないので，全く苦痛。でも先生が一生懸命に教えてくれ
るので，やらなくちゃ」（中 5）といった内容，あるいは「英語の時間に落書きをしていたら，4時間
教室の後ろに立たされた」（中 5），といったリアルな声が反映されている。中学になって初めて英語
を学んだ彼らにとって（同学年は小学校で英語を未履修），英語は苦手科目のようである。
ちなみに当該校の中 5生の漢語作文を見ると，漢語を小 4から学んできた割には誤字脱字が多く，
語彙や文章構成力の面で漢族に及び難いレベルである。また，同校の小 7に対する学力テストによれ
ば，語文（漢語）の合格率は 335％に過ぎない（83人中で合格者 4人，最高 97点最低 6点）59）。彼
らへの質問紙調査によれば，小学校入学前に漢語が基本的に話せるのは約 63％に留まっていること，
学生同士もチベット語を話すこと（93％以上）も，漢語合格率が低い要因となっている。同校では，
5343年段階で小 7から英語科が置かれているが，チベット族児童にとって，漢語に加えて英語の学
習負担は過酷との印象を受けた。
ただし，チベット族生徒にとって苦手な英語や漢語も，チベット語の学習よりは歓迎されていると
いう。三言語教育を受けているチベット族生徒に対する調査によれば，漢語，英語，チベット語の
それぞれの授業を好きか嫌いかを尋ねたところ，好きという回答が高い順に，漢語（;4:％），英語
（744％），チベット語（58:％）であった。漢語の授業が一番好きで，その次が英語であり，母語の
チベット語は，あまり好きではない，という調査結果が明らかにされている。漢語が好きな理由は，
「漢語教師の話が新鮮」，「漢語を学ぶことで技術を学べて，社会の主人公になることができる」，「漢
語は国語なので学びたい」，「漢語の先生が好き」，「漢語を学ぶと都市部の学校に進学できる」，など
様々である。
チベット語の授業が歓迎されない要因としては，「テキストが漢語テキストの翻訳で，おもしろく
ない」ことが指摘されている。また，チベット語教師の年齢が一般的に高く代用教員であることも要
因として考えられる。概して若くて優秀な教師の科目は人気が高いが，チベット語教員は，その点問
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題が残る。
英語教育は海外発展の可能性を持つものであるが，児童にとっては過重負担となり，民族のアイデ
ンティティの根幹となるチベット語の修得にも影響を与えずにはいられないと言えよう。
（3）寧夏及び甘粛省・回族地域
①寧夏
寧夏回族自治区の南側に広がる気候条件の厳しい黄土高原地帯に，回族は集中的に居住している。
5県8鎮の回族小学校は，生徒が日本人を初めて見たという僻地にある（5338年調査）5:）。;月の調
査時点で英語のテキストが届いていていたが，「新学期から英語科を実施予定であるものの，教員の
手配ができていない」，とのことであった。
また 533:年 ;月に農村部ではあるものの幹線道路沿いの )県 -鎮小学校や +県 4村小学校を訪問
した時にも，英語は開設されておらず，<月の新学期から開設の予定もなかった。寧夏の農村部では，
英語の教員の確保が難しいことが課題であった。
②甘粛省
甘粛省 )県の農村地域にある 9小学校は児童の約 <6％が少数民族（回族及び東郷族）である（533;
年調査）5;）。同小学校では，533;年の調査時に，英語が小学校 6年から導入され，英語専科教員が指
導を行っていた。同小学校において小 9を対象に量的調査を行い，全教科（語文，数学，英語，音楽・
体育）について好き・嫌いを回答してもらった（サンプル数，:7，回収サンプルのうち回族が約半数
以上，4144による分析）。ⅰ（非常に好き），ⅱ（好き），ⅲ（あまり好きではない），ⅳ（嫌い）と
いう 7段階であったが，結果として，英語は，ⅲ（あまり好きではない）とⅳ（嫌い）という児童が
合わせて 644％に達しており，全科目の中で，ⅲとⅳの合計が最も高かった。農村部の少数民族児童
にとって，英語は必ずしも魅力的な科目ではないことが伺えよう。
特に，9小学には東郷族（母語は東郷語，民族文字は持たない，ムスリム）も通学し，彼らは就学
前に日常的に東郷語を話している。小学校就学に伴い母語以外の漢語の学習に加えて，英語が負担に
なっていると考えることができる。グローバリゼーションに伴う学習内容の増加が，少数民族児童に
不利に働いていることを示すものであろう。
③アラビア語学校
寧夏や甘粛の回族が居住する貧困地域では，経済的な事情のために，中学卒業後に高校に進学でき
ない，あるいは小学校や中学校を中退した児童のための教育機関として，モスクに付設されたアラビ
ア語学校がある 5<）。アラビア語学校は，セカンドチャンスを与えるセイフティネットとしての役割
を果たしている。卒業生は，アラビア語通訳，アラビア語学校指導者，国外のアラビア語学校への留
学といった進路を選択している。
特に近年，経済的発展の著しい広東省広州や国際的な卸売り市場がある浙江省義烏では，中近東な
どイスラーム圏との商取引が活発化しており，アラビア語学校の卒業生は通訳，あるいは会社経営者
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として活躍している。中近東からの買い付けが多いため，アラビア語で直接に商取引ができるという
ことが，彼らの優位性となっている。アラビア語学校は，少数民族が民族固有の独自性を生かしつつ
グローバリゼーションに対応を図った言語戦略として，注目に値しよう。
5，上級学校進学をめぐる少数民族地域の問題
以上の検討から，少数民族地域における英語教育の問題は，以下の 6点にまとめることができる。
第 4に，少数民族地域では教師不足から，5338年以降も英語科を開設していない小学校が少なか
らずあり，小学校高学年，あるいは中学入学後に初めて英語を学ぶ学生もいる。
第 5に，英語教師不足は普遍的に見られる現象であり，とりわけ都市部のように英語だけで授業を
行う優秀な英語専科の教員は少なく，従来の教師が研修を受けるだけで英語を開設する場合が多い。
指導力不足の教員による英語指導は問題が多く，英語嫌いを生む要因となっていることも考えられ
る。
第 6に，少数民族児童，にとって英語教育は重荷となっており，英語を苦手とする割合が少なくな
い。とりわけ民族独自の文字を持つ少数民族の場合，小学校段階から母語，漢語とともに英語を学習
する三言語教育は三重の負担であり，漢語，英語の学習が中途半端になる上に母語嫌いという傾向さ
え生じている。一方，回族のアラビア語学習ように，独自の言語戦略を模索する少数民族もいる。
このように少数民族学生は，英語にハンディキャップを抱えているが，とりわけ彼らが上級学校進
学を考えた場合，主要入試科目の英語が問題になる。高校入試問題の難易度はかなり高い。たとえ
ば，533<年蘭州で出題された高校入試試験問題では，5IFSFT（　）;33NFUSFMPOHSPBECFIJOE（　　）
IPTQJUBMという穴埋めで，正解を "BOBO#BB$BOUIF%BUIFの 7つの組み合わせから選択する
問題であり，定冠詞の知識が問われている 63）。また読解では，483～ 533ワードの文章を読み，7～
8題の問題に答えるものが多い（目安としては約 43分）64）。さらに大学受験は省ごとの統一試験とな
るが，英語は主要科目であり，分量も多くレベルも高い 65）。
中国では，このようにスタートラインが全く異なる学生が，高校受験や大学受験において，地域ブ
ロック内統一テストで選別されることになる。そのため省都や都市部で小学 4年から英語を学んでき
た学生が一歩も二歩も先行し，農村出身者や少数民族学生との間に，大きな差が生まれるのは明白で
ある。日々の学習の継続が必要とされる外国語学習において数年間のギャップを埋めるのは，絶望的
でさえある。
中国において，大学に進学できるかどうかは，都市戸籍を得ることができるか，農村戸籍のままに
一生を終えるかという運命の分岐点である。しかし少数民族学生にとって，高校入試，さらに大学入
試における英語科目という大きな壁が立ちはだかっている。
現在，英語能力が高い者が就職でも有利となり社会的上層を形成する構図となっている。しかし英
語能力が高い者は，もともと都市部に居住し，経済的にも豊かで子どもに英語を学ばせ，あるいは留
学させることのできる裕福な家庭の出身者である。それに対して，少数民族は圧倒的に不利な状況に
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置かれている。ここにおいて中国における英語教育は，英語能力を持つ者，つまり英語を学ぶ条件に
恵まれた者を優遇し，民族間や地域間の格差を固定化して不平等を再生産する結果に繋がっているの
である。
まとめ
850への加盟及び北京オリンピックの開催を契機として，中国では英語熱が高まり，小 6から英
語が必修化されることになった。中国は地域条件が著しく異なるため，小学校英語教科書においても，
実際の授業においても，都市部と比べると農村部及び少数民族地域は，大きな差がある。
本論では少数民族地域において，教師不足がネックになって英語科を開設できなかったり，優秀な
教師が確保できないことに伴う難しさを明らかにしてきた。また少数民族にとっての三言語併用政策
に伴う英語学習の困難性を論じた。
一方，英語は高校・大学入試において主要科目であるが，少数民族の上級学校進学を阻害し，社会
的格差を生んでいる。中国の英語教育は，英語を学ぶ条件に恵まれた富裕層を優遇し，民族間や地域
間の格差を固定化して差別と不平等再生産している。換言すれば，中国社会に埋め込まれた格差の構
造を強化し，正当なものとして合理化する働きを英語教育は果たしているのである。
国策として英語によって国際化をはかり国際市場をリードしようとしている中国において，少数民
族であっても英語を避けることはできないであろう。また一方で，英語は社会的上昇の有効な手段
となり，海外に飛躍するチャンスを与えるものでもある。しかしながら英語教育のために少数民族に
とって不利な選別がなされ格差が拡大したり，矛盾が集約されることがあってはならない。
中国においては，二言語併用政策が採られてきたが，研究はまだまだ不十分な段階である。たとえ
ば文字言語を持つ少数民族にとって，民族のアイデンティティを尊重しながら，会話及び作文におい
て漢族レベルまで言語能力を高めるにはどうすればいいのか，という研究は現在においても研究開発
の途上にある（青海師範大学，インタビュー）。こうした段階にも拘わらず三言語併用政策を導入す
ることは，民族語の放棄，あるいは不十分な英語学習による社会的格差の固定化を招きかねない。
第三言語習得の基礎的研究，とりわけ民族のアイデンティティを尊重しつつ無理のない少数民族言
語教育を実施するための研究の促進と共に，少数民族地域への優秀な語学教員の配置，教材開発など
の言語教育に関わる条件整備を早急に進めるべきであろう。今後の動向を見守りたい。
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